
障害者差別解消法踏え 幌 対応方針

～共生社会実現向け～

幌

　　資料13　　



く

 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  �

対応方針位置け方向性 · · · · · · · · · · · · · ·  �

国法律及基方針概要

法制定背 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  � 

法概要 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  � 

基方針概要 · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  � 

幌 こ 取組 · · · · · · · · · · · · · · · ·  10 

障い理由 差別解消 幌 新 取組

環境整備· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  15 

職員対応要領作· · · · · · · · · · · · · · · · ·  17 

相談窓口体制明確化 · · · · · · · · · · · · · · · ·  18 

障害者差別解消法趣旨 及啓発 · · · · · · · · ·  19 

障害者差別解消支援地域協議会  · · · · · · · · · · · ·  19 

幌 取組実施体制 · · · · · · · · · · · · · · · ·  22 

資料編

障いあ方差別感 いこ · · · · · · · ·  23 

障い理由 差別関 意識調査アンケト

調査結果 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  25 

漢字表記 い

幌 障害 い 文字 漢字 害 いう言葉否定的印象あ

原則 標記 い 障害者基法や身体障害者手帳

い 法律定 用語 い そ言葉そ 固名詞あ 漢

字そ 使 い



1 

障い福祉取巻く環境����������18��国連 い 障

害者権利関 条約以下障害者権利条約 いう 採択さ

権利擁護向け取組進展

国 障害者権利条約批准向け国内法整備行い���23

障害者基法改 基原則 障い理由 差別

禁 規定さ こ規定 具体化 遵 措置

定 法律あ 障害理由 差別解消推進関 法律以

下障害者差別解消法 いう 公さ25 6 28

日 施行さ 国 障害者権利条約4 1 26

批准

障害者差別解消法 不当差別的取扱い 合理的配慮不提供

差別規定 障害者差別解消法基 国 示さ 基方針

障いあ方へ差別 い 障い関 知識理解不

足意識偏 起因 面大い 考え示さ い 障害者

差別解消法 地方公共団体対 差別解消向け具体的取組求

及啓発活動等通 地域住民や事業者障い関

理解 こ 求 い

幌 民誰 互い人格個性尊 支え合う共生社会実

現基理念 さ 障い者プラン 策定 障24

いあ方地域 心 生活 いくこ う 障い者施

策充実向け取組進

対応方針 こ 取組加え 障害者差別解消法 求

いこ 幌 率先 取組 いく姿勢示 幌民全

体障い理由 差別解消推進
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フ

早害者差解消法 国基方針概要

法定背

国 旨ホ 害者権利条約署 以来国法

整備等 早拡旨 害者権利条約批准

国法整備一環行わ 早フ 害者基法改

い理由 差 禁 基原則 原則具体

早拠 害者差解消法 立

法概要

国地方公共団体等 民間業者 い理由 差

禁

いあ方対 当差的扱い 合理的配慮 供

責務次

当差的 扱い禁 合理的配慮 供

国地方公共団体等
法的義務

法的義務

民間業者技 力義務

技民間業者 地方公営企業交通局水局病院局 や個人業者

年PO法人等非営利業者含

国 地方公共団体 い理由 差 解消推

必要施策策定 実施

国民 い理由 差 解消推 寄 う

政府 差 解消 組 い 政府全体方針示

い理由 差 解消推 基方針以 基

方針 いう 定



ブ

行政機等 い理由 差 具体的容

等示 対応要領対応指針 作 責務次

職員対応要領 業者 対応指針

国 法的義務 法的義務

地方公共団体 力義務

国 地方公共団体 相談的確応 い理

由 差 防又解決 う必

要体 整備

基方針概要

基的考え方

◆共生社会実現 いあ方社会参加等 約 い

社会的壁 除く 要

◆合理的配慮 供 い 既社会様々 場面 い日

常的実践 い あ う 組広く社会

示 い い知識や理解深

いあ方 建設的対 相互理解 組裾

広 期待

対象範

◆対象 いあ方

身体 い知的 い精神 い い含    ○ 

他心身機能 い以 い 総称 あ

方あ い 社会的壁 的日常生活又

社会生活相当 限 状態あ方 害者基

法規定 害者



拠

社会 技 考え方踏え 害者手帳所    ○ 

持者限

    ○ 女性あ いあ方 女性あ 更複

合的困難状況置 い場合あ い児

人 いあ方異 支援必要性あ 留意

必要あ

◆対象 業者

    ○ 目的営利非営利個人法人問わ 商業 他 業

行う方

◆対象

    ○ 日常生活 社会生活全般 業主労働者対 行う

害者用推法規定

当差的扱い禁

＜基的考え方＞

当理由く い理由 ビや各種機会

供拒否又 供当 場所等 限 い い方対

付 い条件付 権利利益侵害

禁

技社会

いあ方日常生活等 い 限 身体 い知的 い精神

い い含 他心身機能 い難病起因 い含

起因 く 社会 様々 壁人々 偏見 相対

生 いう考え方



拡

◆留意点

○ いあ方優遇 扱い 必要特 措置

当差的扱い あ

○ 当理由 断視点

● 当 扱い客観的見 当目的 行わ 目的

照 や 得い場合

● 個 案 具体的場面や状況応 いあ

方等権利利益 全確保 産保全 等観点 総

合的客観的 断

合理的配慮 供

＜基的考え方＞

いあ方 現社会的壁除去必要 意思

表明あ 場合 い 壁除去 いあ

方権利利益侵害 実施伴う 担過 い範 行う

配慮

◆留意点

○ 具体的場面や状況応 異 多様 個性高く 柔

軟対応

意思表明 言語手 含 ほ 点や談身振○ 

手振等 合触覚 意思伝 必要手段

行わ 通訳者や いあ方家族等コ ケ

ン支援 方行う 含

○ 合理的配慮必要 いあ方多数見込 場合

方 性長期わ 場合等 中長期的

コ 削減効率 繋 点 述環境整備考慮



判

入 要

○ 過 担 い 行政機等 業者個 案

以 要素考慮 具体的場面や状況応 総合的客観的

断

● 業 務 影響程 ● 費用 担程

● 物理的 術的人的約 ● 体 約

行政機等 業者講 基的 項

◆対応要領作

    ○ 基方針即 国行政機等 職員 組資

対応要領 作

○ 国行政機等 職員遵 服務規 一環 定

差的扱い 合理的配慮具体例や相談窓口職員研

修啓 確保等 い明記

○ 地方公共団体等地方権観点 対応要領作 力義

務 作 場合 国対応要領準

期待

◆対応指針作

    ○ 基方針即 主務大臣 業者 組資

対応指針 作

    ○ 業者 対応指針参考 組主体的

期待

他 い理由 差 解消推 要項

◆環境整備

    ○ 行政機等 業者 合理的配慮的確行う 特

定多数 いあ方主対象 行う 前的改善措置



別

法基く公共施設や交通機

意思表示やコ ケ ン支援 ビ

者等人的支援 いあ方 滑情報 得利用

信 情報ク ビ 向 い 実

施

    ○ 新い術開 環境整備 投資担軽減

あ 術歩動向踏え 組期待

○ 職員対 研修等ソ 面対応含 要

◆相談 防等 体 整備

    ○ 新 機 設置 既 機 活用 充実

○ 行政機等相談窓口明確 相談や 解決 対応

体 整備 業者各省庁定 対応指針基

相談窓口体 整備

◆啓活動

    ○ 府中心 行政機等連携 い理由

差 解消 い 地域民等 心理解深

特 い理由 差 解消妨 い諸要因解消

必要啓活動行い

○ 行政機等 職員一人 いあ方対 適

対応 いあ方や 家族 相談等 的確対

応 う 研修等通 職員 い 理解

○ 業者 いあ方対 適 対応

いあ方や 家族 相談等 的確対応 う 研



ホ

修等通 い 理解

◆ 害者差解消支援地域協議会設置

    ○ 国 地方公共団体 様々 機 地域実情応 差

解消 組主体的行うネ ワク 害者差

解消支援地域協議会組織



旨画

フ 幌 組

幌 民誰 互い人格個性尊 支え合う共生社会実

現基理念 記 う 組 い い者

ン 抜粋

理解

◆啓 広報活動福祉教育 推

    ○ 出前講や 啓冊子等活用 啓 広報

⇒地域出向い い福祉 組紹

民皆 情報共 行い い福祉 い一緒考

えい

啓冊子様々 機会配

い者理解 い

福祉教育 教 作 配 福祉読    ○ 

⇒学校教育 い いあ方対 理解深

う 福祉読 作 学校配 い

心

知的 いあ方

虎巻 いあ人支援 い

知的 い理解 障ー障

幌 行 い い 啓冊子等



旨旨

    ○ 害者間記念業実施

⇒ 幌民 い者福祉 い 心理解深

い者社会参加更 幌

害者間旨早 ～９日 期間中啓 業等行 い

◆公共 ビ 者 対 理解

   ○ い当者講師派遣

⇒ い当者講師 養 録 講師方学校

企業等派遣 講義や ン等行う機会 充

いあ方対 理解 い

生活環境

◆ 基く く 推

    ○ 優 思いや 推

⇒新 施設整備 いあ方や高齢者力

借 人目や感覚確認 いく 公共施設

チ ク 実施 い

新 幌 基構想技 基く整備推    ○ 

⇒全 人々 心 暮 隔無く社会活動参加

く 目指 総合的 一体的

い

技新 幌 基構想 早旨フ策定

全 人々 心暮 隔無く社会活動参加 く 目指

総合的 一体的 旨別旨早 施行

高齢者害者等移動等 滑 法 新法

基 策定



旨早

○ 地鉄 電 全対策等

⇒地鉄駅 可動式 柵設置 旅

客転落故や列車接触故 防 い

あ方や高齢者等 全 心 地鉄利用 う

組 い

路面電車停留場 新型床車両入

全 人や い施設整備行 い

    ○ 全自転車利用環境推

⇒自転車走行空間明確 総合的駐輪対策推

効果的周知啓 組 歩

歩行者 交錯や迷惑駐輪 歩行環境悪

課題解消 自転車歩行者自動車 心

全通行 環境実現

◆ い確保

   ○ 宅確保要配慮者対 居 定確保 組

⇒ 営宅抽選時優遇やあ 賃貸支援業技

公的賃貸宅民間宅全体 宅

ネ 構築 いあ方 居 定確保目

指 い

技あ 賃貸支援業

海 行 い 業 高齢者 い者外国人 子育世帯民間賃貸

宅 入居支援 業

高齢者 い者外国人子育世帯入居 入 民間賃貸宅

情報や入居者 心 賃貸借契約結 え う 居

各種 居支援 ビ 情報 供



旨フ

教育 支援

◆ 期療育充実

    ○ い児保育巡回指

⇒保育必要心身 いあ児童 い い児童

団保育 長

児童福祉増 い 実施保育所対 い児保

育充実 幌 巡回指 行い必要応 保

育者 保護者 指 言行 い

◆学校教育充実

    ○ 一人一人学育 教育的支援充実

⇒特 教育的支援必要 児童生 個々 力最

大限揮 う 技旨や

学 技早 活用 一人一人応 教育

的支援充実 い

○ 地域学育 教育環境整備

⇒特 教育的支援必要 児童生 身近地域適

支援 う特支援学や通指教室

技フ 整備推 い

技旨

幌 作 保護者子 長記録 者 子

個性や特徴 経過共通理解

技早学

特 教育的支援必要 児童生 対 教員補 学校生活

学習行ううえ必要 支援行う 償 ン

技フ通指教室

学校中学校通常学 在籍 い い軽い児童生 ほ

授業通常学 一部指 特 場 幌

言語 い難聴弱視 い等通指教室設置 い



旨ブ

情報コ ケ ン

◆情報供充実

    ○ 点 音声 情報供

⇒視覚 いあ方 広報 点版点

録音版声 行 政情報

点 音声 情報供充実 い

   ○ 様々 い配慮 情報供

⇒特 い福祉 ン や ク

やい表現心 漢 ビ専門用語等 注釈

次元コ 付 読やく 工夫 い



旨拠

い理由 差 解消 幌 新 組

幌 前述 共生社会実現向 既 組

い 着実 組 害者

差解消法 い地方自治体求 い以 項 い新

組 い

環境整備

いあ方コ ケ ン支援

いあ方 コ ケ ン い 聴覚 い

あ方 手や要約記 文表示視覚 いあ方

点や音訳盲う 方 触手や指文 知的 いあ方

易言葉遣いやビふ い い種 情

報入手 手段 いあ

外見 いあ わ い方言葉

い方コ ケ ン苦手方 い特性 い 留

意 必要あ

幌 いあ方コ ケ ン支援 以

組 い

◆ いあ方情報入手やコ ケ ン 前述

い種や 特性 いあ コ ケ

ン手段利用やい環境く 条例定検

討 実効性確保目指

◆ 幌政等 情報 いあ方 対 わ

やく 供 政等資料印物作 ン改

検討



旨拡

◆各 窓口等 い 民 コ ケ ン 滑

行う コ ケ ン支援 コ ケ ン

支援 技旨 入検討

◆外見 いあ わ い方 対 幌

民全体合理的配慮 供やく 環境く

ク技早等 入検討

ン意識 組検討

害者差解消法 い 力義務 い 環境整備

い 福祉 く 条例基く施設整備 公共

施設 等着実 い

いあ方や高齢方 子 や

妊産婦外国人 全 人々 利用やいい 視点

求 施設等設計や案表示方法工夫

最初 多く 人多様 反映 考え方あ

ン意識 組検討 い

技旨コ ケ ン支援

言葉 コ ケ ン苦手 いあ方 開

写真や絵 いコ ケ ン支援 見 写真や絵

指差 う コ ケ ン

技早 ク

早ブ旨画 東京都作 援や配慮必要 い

外見 い方 型 ク 段 身着 く

援等得やく 都営地鉄等 い 優先席利用や

く う 配慮 表示 活用 い



旨判

職員対応要領作

害者差解消法 地方公共団体 職員対応要領 作

地方権観点 力義務 い

幌 多く 職員各役所窓口等 い いあ方

接 機会多く 率先 合理的配慮 供等 組必要

あ 共生社会実現向 幌職員接遇要領以

接遇要領 いう 定

接遇要領 いあ方対 接遇姿勢や 幌役所

部相談体 職員研修啓 機会確保等記載 服務規

一環 幌 全職員 規沿 対応行い

接遇要領 各省庁定 業者個 場面 い適

対応 断 対応指針併 広く 幌民周知

力義務あ民間業者合理的配慮 供 目指

＜職員 研修啓＞

新規採用職員研修 一般職役職者向 研修 害者差解

消法趣や い特性等 研修実施

各職場 い実施 新任職員研修や服務規研修 い

害者差解消法趣や い特性各職場 合理的配慮

例 研修実施

以 研修 い 全 職員積極的 講

職員一人 害者差解消法趣や い特性等理解深

学校等教育機 幼児 高校生 一定 齢層対

的適 教育行う必要あ 害者差解消

法趣 踏え対応 い 学校職員等一層理解必要

教育委員会 幌立学校職員 対応要領 途

作
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対応必要場合相談窓口

◆石狩圏域 い者暮 やい地域く 委員会

海 い者条例基 旨ブ圏域 い者暮

やい地域く 委員会 設置 連携

いあ方 差や虐待 解決向 協議

あ 行 い

いあ方地域生活支え ビや暮

相談 い

害者差解消法趣 啓

共生社会実現向 啓 広報等 行うほ

法施行機 広報 や幌公式 出前講等

活用 ン 作 様々 機会 害者差解消法趣

啓等行う 幌全体 い

いあ方 理解

害者差解消支援地域協議会設置

害者差解消法 い 任意 い 害者差解消支援

地域協議会設置 い 前述 民 業者行政機

等手携え 幌全体 共生社会実現目指観点

以 設置

協議会称

幌共生社会推協議会

設置目的

いあ方日常生活等 場面 機

情報共 協議行う 機 自主的差

解消 組推 いあ方地域 心 生活



早画

環境く 目的

協議会構員

幌 国 機 業者 療福祉 者 い当者

家族含 識者 い構

設置時期目途

早判 中設置 定

協議会 他 細 途要綱 定
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幌市取組実施体制

対応方針示 取組 い 全庁挙 取組 い

各部局 い いあ方差別解消向 幌市職員

接遇要領基く接遇等行う 各部局所管 各種事

業実施 い 法趣旨鑑 環境整備 いあ方へ

配慮

い保健福祉部 率先 各部局へ 言行うほ 各

部局実施状況等集約 進捗管理行い 成30 度策

定 定次期 い者プラン実施状況等踏え基的

考え方反映 全庁 着実実施向 体制構築
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資料編

いあ方差別感 い

幌市 共生社会実現向 取組進

そ いあ方差別 い 感 い

あ

以 記載 い 幌市内 内び全国自治体

行 ンケト結果 いあ方差別感 い主

集約

全 い共通

◆ い者いう 見

◆ いへ理解足 心無い言葉浴び

◆ 方的決 や偏見 能力や人格否定

イ肢体 い

◆飲食店等席空いい 関わ 車い 人入

断

ウ視覚 い

◆盲導犬連 飲食店等入店 断

◆見えい 無視 い商品渡 い

わ

エ聴覚 い

◆ 談求 い 応 く い

◆フクや電子 ル郵送対応 ほい求 頑

電話 対応 く い

◆電話 人確認求 あ
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内部 い

◆見目 いあ わ い 健常者 扱わ

う

知的 い

◆役所や銀行 手続 必要場所 人行 対応

え 付添い人連 ほい言わ

◆付添い人い 人 く 付添い人 わ

う 説明

◆何歳 子 扱い

キ発 い

◆言葉表現 苦手 手く意思疎通 わ

うそ 誤解 う

◆習い事 度 多動等問題起 う来いほ

い言わ う

ク精神 い

◆見目 いあ わ い い や

気 い 言わ

◆精神 いあ いう 理由 く怖 敬遠

ケ難病

◆う 疾病 い 誤解 敬遠

◆疾患 特異的特色あ 外見普通あ 多く

周 理解配慮得 い
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い理由 差別関 意識調査ンケト調査結果

調査趣旨

害者差別解消法施行向 準備進 いあ

方やそ周 方 生活中差別感 い

い 実 事例集 差別解消 求 い

把握 北海 ンケト実施 ンケ

ト 幌市 住い方調査対象 実施

イ調査期間

成 日 成 ホ日27 27 2

ウ調査対象

いあ方 いあ方家族福祉関係者

エ調査方法

内各地 いあ方等周知行いイン ネット

フ ク等 回答

回答件数

件    1,114  

調査結果

◆回答者 代別 い

件数 割合％

代以10 6 ％1

代20  121 ％11

代30  ペ13 ％16

代40  226 ％20

代50  214 ホ1％
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件数 割合％

代60  ホ11 ％17

代70  133 ％12

ペ0歳以 32 ％3

未回答 ペ ％1

◆回答者性別

件数 割合％

男 ペ56 ％51

女 533 ペ4％

未回答 13 ％1

◆ ンケト回答者 い 複数回答

件数 割合％

身体 い方 ペ22 ％17

知的 い方 ホ22 ％22

精神 い方 ペ12 ％10

発 い方 ホ4 ％4

難病方 ホ1 ％1

親 256 ホ1％

う い 30 ％2

親 う い以外家族 ペ2 ％2

福祉関係者 ホ26 ％20

そ他 ホ3 ％3
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◆ 成ペ 害者差別解消法施行 知 い2

件数 割合％

知 い 377 ％35

知 ホ65 ％65

※未回答 件42 除

◆ い理由 差別感 出来事あ 複数回答

件数 割合％

あ 334 ％25

見 聞い あ ホ21 ％17

差別 う わ い い

や気持 あ
354 ％27

い ペ40 ％31

◆差別感 出来事場面 い 複数回答

件数 割合％

近隣地域家庭含 232 ％15

学校教育場面 161 ％11

職場 150 ％10

建物や交通機関関 ペ17 ％12

行政機関 ペ7 ％5

療機関 ホ15 ％11

民間サビ 買い物 � 211 ％14



ペ2 

件数 割合％

福祉サビ ホ1 ％6

住場所や家借 場面 73 ％5

情報コュニケ ョン 110 ％7

そ他 66 ％4

◆差別感 出来事 い 誰 相談

件数 割合％

相談 いい ホ11 ％23

家族相談 127 ％15

人相談 ホ7 ％12

い福祉団体相談�� 46 ％5

学校先生相談 43 ％5

利用 い施設職員

相談
ペ0 ％10

行政機関相談 37 ％4

相談員相談 11 ％1

害者就労生活支援セン

相談
ペ1 ％2

民生児童委員相談��� 3 ％0

療関係者相談 41 ％5

教育委員会相談 11 ％1

職場関係者相談�� 71 ペ％

相談支援事業所相談 ホ1 ％2

そ他 46 ％5
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